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モデル化されたシステム記述から SMV の入力言語 (SMV 言語と呼ぶ)への変換手法を与えた。対象としてシステム
の耐故障性の検証と機能競合の検出に注目している。まず耐故障'性については、ガード付きコマンドでモデル化され
ていると仮定し、モデル記述から SMV言語への変換を行っている。次に、機能競合の検出については、 STR モデル
に基づく機能記述が与えられるとして、 SMV 言語への変換を行っている。評価実験の結果、ある典型的なシステム
の例では直接求めた SMV 言語の記述には約 11000 トークンを要するのに対し、提案する変換によると約 2000 トー
クンで済んでいる。
(2)機能競合に対する限定モデ、ル検査を用いた検出手法の提案…・・・対象として機能競合の検出を選び、限定モデ、ル検
査の適用による高速化を目指す。非同期システムを対象とする場合、従来の限定モデル検査で、は式のサイズが大きく
なるため判定に多くの時聞がかかっていた。これを解決するためにシステムの動作を反映した論理式の生成法を新し
く提案している0，これにより式のサイズを大幅に削減することが可能になり、例えば、従来手法で 1 時間以上を要し
ていたものを数秒程度で解けるようにしている。
以上のように、本論文はモデ、ル検査手法を用いた情報システムの形式的検証に関して重要な成果を示しており、情
報科学、特にディベンダブルシステムの設計に関する理論分野に貢献するところが大きい。よって本論文を博士(工
学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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